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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータ線と複数の走査線の各交差位置に画素が配置され、入力映像信号に基づい
て前記画素を選択的に点灯駆動させることで画像を表示する映像信号の表示制御装置であ
って、
　表示される前記画像内の非動画表示領域を検知することによって、表示される前記画像
内の前記非動画表示領域以外の領域を動画表示領域として設定する動画表示領域設定手段
と、前記動画表示領域設定手段により設定された動画表示領域における点灯する画素の割
合である点灯率を算出する点灯率算出手段と、前記動画表示領域における点灯率に応じて
、前記動画表示領域における発光輝度を可変制御する輝度制御手段を具備し、
　前記輝度制御手段は、前記点灯率算出手段により算出された前記動画表示領域における
点灯率が大きくなる場合には、前記動画表示領域の発光輝度を下げ、前記点灯率が小さく
なる場合には、前記動画表示領域の発光輝度を上げるように、発光輝度の可変制御を行い
、前記非動画表示領域に対しては点灯率に応じた前記可変制御を行わないように構成され
たことを特徴とする映像信号の表示制御装置。
【請求項２】
　複数のデータ線と複数の走査線の各交差位置に画素が配置され、入力映像信号に基づい
て前記画素を選択的に点灯駆動させることで画像を表示する映像信号の表示制御装置であ
って、
　予め定められた前記各画素に対応する表示領域を指定することにより、もしくは前記各
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画素に対応する入力映像信号の時間変化を検出することにより、表示される前記画像内の
動画表示領域を設定する動画表示領域設定手段と、前記動画表示領域設定手段により設定
された動画表示領域における点灯する画素の割合である点灯率を算出する点灯率算出手段
と、前記動画表示領域における点灯率に応じて、前記動画表示領域における発光輝度を可
変制御する輝度制御手段を具備し、
　前記輝度制御手段は、前記点灯率算出手段により算出された前記動画表示領域における
点灯率が大きくなる場合には、前記動画表示領域の発光輝度を下げ、前記点灯率が小さく
なる場合には、前記動画表示領域の発光輝度を上げるように、発光輝度の可変制御を行い
、表示される前記画像内の前記動画表示領域以外の非動画表示領域に対しては点灯率に応
じた前記可変制御を行わないように構成されたことを特徴とする映像信号の表示制御装置
。
【請求項３】
　前記輝度制御手段は、前記点灯率算出手段により算出された画素の点灯率に応じて、前
記動画表示領域を表示する映像信号の変換処理を実行するように構成したことを特徴とす
る請求項１または請求項２に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項４】
　前記映像信号の変換処理は、前記入力映像信号を前記点灯率算出手段により算出された
画素の点灯率に応じた輝度に対応する階調値に変換する処理であることを特徴とする請求
項３に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項５】
　前記画素には、データ書き込みトランジスタと、点灯駆動トランジスタと、キャパシタ
と、発光素子が備えられ、
　前記データ書き込みトランジスタのソースは前記データ線に、ドレインは前記点灯駆動
トランジスタのゲートにそれぞれ接続され、前記点灯駆動トランジスタのソースは電源供
給線に、ドレインは前記発光素子にそれぞれ接続され、前記キャパシタの一方の端子は前
記データ書き込みトランジスタのドレイン及び前記点灯駆動トランジスタのゲートに、他
方の端子は前記点灯駆動トランジスタのソース及び前記電源供給線にそれぞれ接続され、
　前記輝度制御手段は、動画表示領域に対応する各データ線に供給するデータドライバか
らの出力電圧値を、前記点灯率に応じて可変制御するように構成したことを特徴とする請
求項１または請求項２に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項６】
　前記画素には、データ書き込みトランジスタと、点灯駆動トランジスタと、キャパシタ
と、発光素子が備えられ、
　前記データ書き込みトランジスタのソースは前記データ線に、ドレインは前記点灯駆動
トランジスタのゲートにそれぞれ接続され、前記点灯駆動トランジスタのソースは電源供
給線に、ドレインは前記発光素子にそれぞれ接続され、前記キャパシタの一方の端子は前
記データ書き込みトランジスタのドレイン及び前記点灯駆動トランジスタのゲートに、他
方の端子は前記点灯駆動トランジスタのソース及び前記電源供給線にそれぞれ接続され、
　前記輝度制御手段は、前記動画表示領域に対応する画素に接続された前記電源供給線に
対して、前記点灯率に応じて可変される駆動電圧を供給し、
　非動画表示領域に対応する画素に接続された電源供給線に対しては、予め定められた値
の駆動電圧を供給するように構成したことを特徴とする請求項１または請求項２に記載さ
れた映像信号の表示制御装置。
【請求項７】
　前記電源供給線に対して、選択手段を介して前記点灯率に応じて可変される駆動電圧ま
たは予め定められた値の駆動電圧が供給されるように構成したことを特徴とする請求項６
に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項８】
　前記表示制御装置は、各画素がそれぞれデータ線と走査線との間に接続されたパッシブ
マトリクス型表示パネルを対象とした表示制御装置であり、
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　前記データ線は、各データ線に対して駆動電流を供給する定電流源を備えた輝度制御手
段に接続され、
　前記輝度制御手段は、前記動画表示領域に対応する画素に接続された前記データ線に対
して、前記点灯率に応じて可変される駆動電流を供給し、非動画表示領域に対応する画素
に接続された前記データ線に対しては、予め定められた値の駆動電流を供給するように構
成したことを特徴とする請求項１または請求項２に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項９】
　前記データ線に対して、選択手段を介して前記点灯率に応じて可変される駆動電流また
は予め定められた値の駆動電流が供給されるように構成したことを特徴とする請求項８に
記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項１０】
　前記動画表示領域に対応する点灯対象にされる画素を、１フレームもしくは１サブフレ
ーム期間の途中において非点灯（消灯）状態に制御する消灯走査手段が具備され、
　前記輝度制御手段は前記消灯走査手段における消灯動作のタイミングを、前記点灯率に
応じて制御することで前記画素の点灯期間を可変制御するように構成したことを特徴とす
る請求項１または請求項２に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項１１】
　非動画表示領域に対応する画素においては、前記消灯走査手段による消灯動作が実行さ
れないように構成したことを特徴する請求項１０に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項１２】
　複数のデータ線と複数の走査線の各交差位置に画素が配置され、入力映像信号に基づい
て前記画素を選択的に点灯駆動させることで画像を表示する映像信号の表示制御方法であ
って、
　表示される前記画像内の非動画表示領域を検知することによって、表示される前記画像
内の前記非動画表示領域以外の領域を動画表示領域として設定する動画表示領域設定動作
と、前記動画表示領域設定動作により設定された動画表示領域における点灯する画素の割
合である点灯率を算出する点灯率算出動作と、前記動画表示領域における点灯率が大きく
なる場合には、前記動画表示領域の発光輝度を下げ、前記点灯率が小さくなる場合には、
前記動画表示領域の発光輝度を上げるように、発光輝度の可変制御を行う輝度制御動作と
、が実行され、
　前記輝度制御動作においては、非動画表示領域に対しては点灯率に応じた前記可変制御
を行わないようになされることを特徴とする映像信号の表示制御方法。
【請求項１３】
　複数のデータ線と複数の走査線の各交差位置に画素が配置され、入力映像信号に基づい
て前記画素を選択的に点灯駆動させることで画像を表示する映像信号の表示制御方法であ
って、
　予め定められた前記各画素に対応する表示領域を指定することにより、もしくは前記各
画素に対応する入力映像信号の時間変化を検出することにより、表示される前記画像内の
動画表示領域を設定する動画表示領域設定動作と、前記動画表示領域設定動作により設定
された動画表示領域における点灯する画素の割合である点灯率を算出する点灯率算出動作
と、前記動画表示領域における点灯率が大きくなる場合には、前記動画表示領域の発光輝
度を下げ、前記点灯率が小さくなる場合には、前記動画表示領域の発光輝度を上げるよう
に、発光輝度の可変制御を行う輝度制御動作と、が実行され、
　前記輝度制御動作においては、表示される前記画像内の前記動画表示領域以外の非動画
表示領域に対しては点灯率に応じた前記可変制御を行わないようになされることを特徴と
する映像信号の表示制御方法。
【請求項１４】
　前記入力映像信号を、前記点灯率算出動作により算出された画素の点灯率に応じた輝度
に対応する階調値に変換する処理を実行することで、前記動画表示領域の発光輝度の可変
制御を行うことを特徴する請求項１２または請求項１３に記載された映像信号の表示制御
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方法。
【請求項１５】
　前記画素には、データ書き込みトランジスタと、点灯駆動トランジスタと、キャパシタ
と、発光素子が備えられ、
　前記データ書き込みトランジスタのソースは前記データ線に、ドレインは前記点灯駆動
トランジスタのゲートにそれぞれ接続され、前記点灯駆動トランジスタのソースは電源供
給線に、ドレインは前記発光素子にそれぞれ接続され、前記キャパシタの一方の端子は前
記データ書き込みトランジスタのドレイン及び前記点灯駆動トランジスタのゲートに、他
方の端子は前記点灯駆動トランジスタのソース及び前記電源供給線にそれぞれ接続され、
　前記動画表示領域に対応する各データ線に供給するデータドライバからの出力電圧値を
、前記点灯率に応じて可変制御する動作を実行することにより、前記動画表示領域の発光
輝度の可変制御を行うことを特徴する請求項１２または請求項１３に記載された映像信号
の表示制御方法。
【請求項１６】
　前記画素には、データ書き込みトランジスタと、点灯駆動トランジスタと、キャパシタ
と、発光素子が備えられ、
　前記データ書き込みトランジスタのソースは前記データ線に、ドレインは前記点灯駆動
トランジスタのゲートにそれぞれ接続され、前記点灯駆動トランジスタのソースは電源供
給線に、ドレインは前記発光素子にそれぞれ接続され、前記キャパシタの一方の端子は前
記データ書き込みトランジスタのドレイン及び前記点灯駆動トランジスタのゲートに、他
方の端子は前記点灯駆動トランジスタのソース及び前記電源供給線にそれぞれ接続され、
　前記動画表示領域に対応する画素に接続された前記電源供給線に対して、前記点灯率に
応じて可変される駆動電圧を供給し、非動画表示領域に対応する画素に接続された電源供
給線に対しては、予め定められた値の駆動電圧を供給する動作を実行することにより、前
記動画表示領域の発光輝度の可変制御を行うことを特徴する請求項１２または請求項１３
に記載された映像信号の表示制御方法。
【請求項１７】
　各画素がそれぞれデータ線と走査線との間に接続されたパッシブマトリクス型表示パネ
ルを対象とした表示制御方法であって、
　前記データ線は、各データ線に対して駆動電流を供給する定電流源を備えた輝度制御手
段に接続され、
　前記動画表示領域に対応する画素に接続された前記データ線に対して、前記点灯率に応
じて可変される駆動電流を供給し、非動画表示領域に対応する画素に接続された前記デー
タ線に対しては、予め定められた値の駆動電流を供給する動作を実行することにより、前
記動画表示領域の発光輝度の可変制御を行うことを特徴する請求項１２または請求項１３
に記載された映像信号の表示制御方法。
【請求項１８】
　前記動画表示領域に対応する点灯対象にされる画素を、１フレームもしくは１サブフレ
ームの期間の途中において非点灯状態に制御する消灯動作のタイミングを、前記点灯率に
応じて制御することで前記画素の点灯期間を可変制御する動作を実行することにより、前
記動画表示領域の発光輝度の可変制御を行うことを特徴する請求項１２または請求項１３
に記載された映像信号の表示制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、表示すべき映像信号の平均輝度レベル（ＡＰＬ＝Ａｖｅｒａｇｅ　Ｐｉｃ
ｔｕｒｅ　Ｌｅｖｅｌ）を求めて、この平均輝度レベルに基づいて映像表示装置における
表示輝度を制御する例えばＰＬＥ（Ｐｅａｋ　Ｌｕｍｉｎａｎｃｅ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅ
ｎｔ）制御手段を備えた映像信号の表示制御装置および表示制御方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　例えばＰＤＰ（プラズマディスプレイパネル）などにおいては、画像表示を行うにあた
っては、前記したＰＬＥ制御が実行される。このＰＬＥ制御はフィールドもしくはフレー
ム画面全体に対応する映像信号の前記平均輝度レベルを算出し、この平均輝度レベルに基
づいて実際に画像表示させるための表示輝度レベルを制御するように動作する。
【０００３】
　この場合、前記ＰＬＥ制御では同じ輝度レベルの映像信号であっても、平均輝度レベル
が小さい場合（画像全体が暗い場合）には、表示輝度レベルを高く設定して高輝度な表示
が行われるように制御される。これに対して平均輝度レベルが大きい場合（画像全体が明
るい場合）には、表示輝度レベルを下げて電力消費量を抑制するように制御される。この
ようにしてＰＬＥ制御が行われることにより、低消費電力化を実現させることができると
共に、コントラストの良好な画像を表示させることが可能となる。
【０００４】
　前記したように、表示すべき映像信号の平均輝度レベルＡＰＬを求め、このＡＰＬによ
り表示輝度レベルを制御するＰＬＥ制御手段を備えた表示装置は、次に示す特許文献１お
よび２などに示されている。
【特許文献１】特開平９－２８１９２７号公報
【特許文献２】特開２００１－１７５２２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、前記した表示装置によって表示される映像画面には、動画表示領域と非動画
（静止画）表示領域が共存する場合がある。図１および図２はその一例を示したものであ
り、符号Ａで示す全体の領域は表示装置によって表示される映像の全体画面を示しており
、符号Ｂで示す領域は動画表示領域を示している。
【０００６】
　すなわち、図１および図２に示した例においては、動画表示領域Ｂの外側にＣとして示
した非動画表示領域が額縁状に形成され、前記額縁状の非動画表示領域Ｃの下側の領域に
は、例えばアイコンなどの固定パターンが表示された例を示している。
【０００７】
　前記図１および図２に示したようにレイアウトされた表示画面Ａにおいて、前記したＰ
ＬＥ制御を行った場合には、このＰＬＥ制御はフィールドもしくはフレーム画面全体に対
応する平均輝度レベル（ＡＰＬ）に基づいて、全体画面の表示輝度レベルを制御するよう
に動作するので、例えば図１に示したように動画表示領域Ｂの画面が全体に明るい場合に
は、全体画面の表示輝度レベルが下げられて、Ｃとして示す非動画表示領域は暗く表示さ
れるように制御される。
【０００８】
　また、図２に示したように動画表示領域Ｂの画面が全体に暗い場合には、全体画面の表
示輝度レベルが上げられて、Ｃとして示す非動画表示領域は明るく表示されるように制御
される。すなわち、非動画表示領域Ｃは、動画表示領域Ｂの輝度レベルに応じて、その都
度表示輝度レベルが制御されるために、ユーザに対しては非動画表示領域において、ちら
つきが発生しているような見苦しさを感じさせる結果を招来させる。
【０００９】
　この発明は、動画表示領域と非動画表示領域が存在する画像を表示する表示手段におい
て、ＰＬＥ制御を実行するように構成した場合に発生する前記した技術的な問題点を解消
できるようにした映像信号の表示制御装置および表示制御方法を提供することを課題とす
るものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記した課題を解決するためになされたこの発明にかかる表示制御装置における好まし
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い第１の基本形態は、請求項１に記載のとおり、複数のデータ線と複数の走査線の各交差
位置に画素が配置され、入力映像信号に基づいて前記画素を選択的に点灯駆動させること
で画像を表示する映像信号の表示制御装置であって、表示される前記画像内の非動画表示
領域を検知することによって、表示される前記画像内の前記非動画表示領域以外の領域を
動画表示領域として設定する動画表示領域設定手段と、前記動画表示領域設定手段により
設定された動画表示領域における点灯する画素の割合である点灯率を算出する点灯率算出
手段と、前記動画表示領域における点灯率に応じて、前記動画表示領域における発光輝度
を可変制御する輝度制御手段を具備し、前記輝度制御手段は、前記点灯率算出手段により
算出された前記動画表示領域における点灯率が大きくなる場合には、前記動画表示領域の
発光輝度を下げ、前記点灯率が小さくなる場合には、前記動画表示領域の発光輝度を上げ
るように、発光輝度の可変制御を行い、前記非動画表示領域に対しては点灯率に応じた前
記可変制御を行わないように構成される。
　また、前記した課題を解決するためになされたこの発明にかかる表示制御装置における
好ましい第２の基本形態は、請求項２に記載のとおり、複数のデータ線と複数の走査線の
各交差位置に画素が配置され、入力映像信号に基づいて前記画素を選択的に点灯駆動させ
ることで画像を表示する映像信号の表示制御装置であって、予め定められた前記各画素に
対応する表示領域を指定することにより、もしくは前記各画素に対応する入力映像信号の
時間変化を検出することにより、表示される前記画像内の動画表示領域を設定する動画表
示領域設定手段と、前記動画表示領域設定手段により設定された動画表示領域における点
灯する画素の割合である点灯率を算出する点灯率算出手段と、前記動画表示領域における
点灯率に応じて、前記動画表示領域における発光輝度を可変制御する輝度制御手段を具備
し、前記輝度制御手段は、前記点灯率算出手段により算出された前記動画表示領域におけ
る点灯率が大きくなる場合には、前記動画表示領域の発光輝度を下げ、前記点灯率が小さ
くなる場合には、前記動画表示領域の発光輝度を上げるように、発光輝度の可変制御を行
い、表示される前記画像内の前記動画表示領域以外の非動画表示領域に対しては点灯率に
応じた前記可変制御を行わないように構成される。
【００１１】
　また、前記した課題を解決するためになされたこの発明にかかる表示制御方法における
好ましい第１の基本態様は、請求項１２に記載のとおり、複数のデータ線と複数の走査線
の各交差位置に画素が配置され、入力映像信号に基づいて前記画素を選択的に点灯駆動さ
せることで画像を表示する映像信号の表示制御方法であって、複数のデータ線と複数の走
査線の各交差位置に画素が配置され、入力映像信号に基づいて前記画素を選択的に点灯駆
動させることで画像を表示する映像信号の表示制御方法であって、表示される前記画像内
の非動画表示領域を検知することによって、表示される前記画像内の前記非動画表示領域
以外の領域を動画表示領域として設定する動画表示領域設定動作と、前記動画表示領域設
定動作により設定された動画表示領域における点灯する画素の割合である点灯率を算出す
る点灯率算出動作と、前記動画表示領域における点灯率が大きくなる場合には、前記動画
表示領域の発光輝度を下げ、前記点灯率が小さくなる場合には、前記動画表示領域の発光
輝度を上げるように、発光輝度の可変制御を行う輝度制御動作と、が実行され、前記輝度
制御動作においては、非動画表示領域に対しては点灯率に応じた前記可変制御を行わない
ようになされる点に特徴を有する。
　さらに、前記した課題を解決するためになされたこの発明にかかる表示制御方法におけ
る好ましい第２の基本態様は、請求項１３に記載のとおり、複数のデータ線と複数の走査
線の各交差位置に画素が配置され、入力映像信号に基づいて前記画素を選択的に点灯駆動
させることで画像を表示する映像信号の表示制御方法であって、予め定められた前記各画
素に対応する表示領域を指定することにより、もしくは前記各画素に対応する入力映像信
号の時間変化を検出することにより、表示される前記画像内の動画表示領域を設定する動
画表示領域設定動作と、前記動画表示領域設定動作により設定された動画表示領域におけ
る点灯する画素の割合である点灯率を算出する点灯率算出動作と、前記動画表示領域にお
ける点灯率が大きくなる場合には、前記動画表示領域の発光輝度を下げ、前記点灯率が小
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さくなる場合には、前記動画表示領域の発光輝度を上げるように、発光輝度の可変制御を
行う輝度制御動作と、が実行され、前記輝度制御動作においては、表示される前記画像内
の前記動画表示領域以外の非動画表示領域に対しては点灯率に応じた前記可変制御を行わ
ないようになされる点に特徴を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、この発明にかかる映像信号の表示制御装置および表示制御方法について、図に示
す実施の形態に基づいて説明する。なお、以下においては有機ＥＬ（エレクトロルミネッ
センス）素子に代表される発光素子を表示画素として用いた表示パネルを点灯制御する例
に基づいて説明する。
【００１３】
　図３は、その第１の形態を示したものであり、これはアクティブマトリクス型表示パネ
ルを対象とした表示制御装置の例を示している。
【００１４】
　図３に示すようにコントローラ回路１にはアナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変換部２およ
び映像信号メモリ（以下、ＶＲＡＭとも言う。）３が接続されており、アナログ映像信号
による入力映像信号は、コントローラ回路１およびＡ／Ｄ変換部２に供給されるように構
成されている。
【００１５】
　前記コントローラ回路１はアナログ映像信号中における水平および垂直同期信号に基づ
いて、前記Ａ／Ｄ変換部２に対するクロック信号ＣＫ、前記ＶＲＡＭ３に対する書き込み
信号Ｗおよび読み出し信号Ｒを生成する。
【００１６】
　前記Ａ／Ｄ変換部２は、コントローラ回路１から供給されるクロック信号ＣＫに基づい
て、入力されるアナログ映像信号をサンプリングし、これを１画素ごとの映像データに変
換してＶＲＡＭ３に供給するように作用する。前記ＶＲＡＭ３は前記コントローラ回路１
からの書き込み信号ＷによってＡ／Ｄ変換部２から供給される映像データをＶＲＡＭ３に
順次書き込むように動作する。
【００１７】
　前記ＶＲＡＭ３としては例えばフレームメモリが用いられており、前記した書き込み動
作によって、後述する表示パネルにおける一画面分の映像信号の書き込みが行われる。ま
た、ＶＲＡＭ３に書き込まれた映像信号は前記コントローラ回路１からの読み出し信号Ｒ
を受けて読み出され、動画表示領域設定手段４および輝度制御手段６に供給されるように
構成されている。なお、図３においては、動画表示領域設定手段は、動画領域設定手段４
と表記している。
【００１８】
　前記動画表示領域設定手段４としては、後述する表示パネルにおける画像の表示形態に
よって、二つの異なった機能を備えた構成を適宜採用することができる。その一つは、例
えば図１および図２に示したように表示画面Ａにおける動画表示領域Ｂと非動画表示領域
Ｃとが常に定められて、各領域が変化しない場合である。この場合においては前記動画表
示領域設定手段４としては、予め定められた動画表示領域を前記各画素単位で指定するよ
うに構成される。すなわち、動画表示領域設定手段４は予め定められた動画表示領域Ｂに
対応するＶＲＡＭ３からの映像データを抽出して、後述する点灯率算出手段５に供給する
ように動作する。
【００１９】
　また他の一つは、図１および図２に示した表示画面Ａにおいて、動画表示領域Ｂと非動
画表示領域Ｃとが入力映像信号によって変化する場合である。この場合においては、前記
動画表示領域設定手段４としては、前記各画素に対応する入力映像信号の時間変化を検出
することにより前記動画表示領域を検知し、その都度、動画表示領域を前記各画素単位で
指定するように構成される。すなわち、この場合の動画表示領域設定手段４は、入力映像



(8) JP 5046355 B2 2012.10.10

10

20

30

40

50

信号の時間変化の検出により設定される動画表示領域Ｂに対応するＶＲＡＭ３からの映像
信号を抽出して、後述する点灯率算出手段５に供給するように動作する。
【００２０】
　なお、前記動画表示領域設定手段４は、前記した後者の場合において、非動画表示領域
（静止画領域）を検知することによって、前記静止画領域以外の領域すなわち動画表示領
域を設定するようにしてもよい。
【００２１】
　前記動画表示領域設定手段４からの動画表示領域に対応するＶＲＡＭ３からの映像信号
は点灯率算出手段５に供給され、この点灯率算出手段５は動画表示領域に対応する映像信
号に基づいて画素単位の点灯率を算出するように動作する。なお、前記点灯率算出手段５
は、動画表示領域に対応するすでに説明した映像信号の平均輝度レベル（ＡＰＬ）を算出
する機能と同等の結果を得ることができる。
【００２２】
　前記点灯率算出手段５によって得られる動画表示領域における点灯率のデータは、輝度
制御手段６に供給される。この輝度制御手段６には前記したとおりＶＲＡＭ３から読み出
された映像データが供給されるように構成されており、前記輝度制御手段６はＶＲＡＭ３
から読み出された映像信号のうち、動画表示に対応する映像信号の階調値を前記点灯率に
基づいて変更する映像信号の変換処理を実行する。
【００２３】
　すなわち、輝度制御手段６はＶＲＡＭ３から読み出された映像信号のうち、動画表示に
寄与する映像信号を前記点灯率算出手段５により算出された画素の点灯率に応じた輝度に
対応する階調値に変換する処理を実行するように動作する。これにより、後述する表示パ
ネルに配列された動画表示領域における各画素の発光輝度を制御するＰＬＥ制御が実現さ
れる。そして、輝度制御手段６はＰＬＥ制御による階調制御が施された前記映像信号を、
後述するデータドライバにおいて駆動可能な信号形態に変換して出力する。
【００２４】
　なお、前記したコントローラ回路１は、映像信号中における前記水平および垂直同期信
号に基づいて、後述する走査ドライバ１３およびデータドライバ１４に対するシフトクロ
ック信号やスタートパルス等を生成し、それぞれのドライバ１３，１４に供給するように
構成されている。
【００２５】
　図３に示す符号１１は前記した有機ＥＬ素子からなる発光素子をそれぞれに含む多数の
画素１２をマトリクス状に配列した表示パネルを示している。この表示パネル１１には、
走査ドライバ１３、データドライバ１４にそれぞれ接続される走査線２１、データ線２２
が互いに直交する方向に配列されており、これらの交差位置に前記発光素子を含む画素１
２がそれぞれ配置されている。なお、前記各画素１２には、電源供給回路１６より画素の
点灯駆動用電圧が電源供給線２４を介して、それぞれ供給されるように構成されている。
【００２６】
　図４は前記した表示パネル１１に配置された１つの画素に対応する回路構成を示すもの
であり、これは発光素子として有機ＥＬ素子を用いる場合の最も基本的な画素構成を示し
ている。この画素１２には前記データドライバ１４からの映像信号に対応したデータ信号
Ｖｄａｔａが、表示パネルに配列されたデータ線２２を介して制御用ＴＦＴ、すなわちデ
ータ書き込みトランジスタＴｒ１のソースに供給されるように構成されている。
【００２７】
　前記データ書き込みトランジスタＴｒ１のゲートには、走査ドライバ１３に接続された
走査線２１を介して走査信号Ｓｅｌｅｃｔ（これを書き込みパルスとも言う。）が供給さ
れるように構成されている。前記データ書き込みトランジスタＴｒ１のドレインは、点灯
駆動用ＴＦＴ、すなわち点灯駆動トランジスタＴｒ２のゲートに接続されると共に、電荷
保持用キャパシタＣ１の一方の端子に接続されている。
【００２８】
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　また、点灯駆動トランジスタＴｒ２のソースは、前記キャパシタＣ１の他方の端子に接
続されると共に、電源供給線２４を介して前記した電源供給回路１６より駆動電圧Ｖｃｃ
が供給されるように構成されている。前記点灯駆動トランジスタＴｒ２のドレインは、発
光素子としての有機ＥＬ素子Ｅ１のアノード端子に接続され、この有機ＥＬ素子Ｅ１のカ
ソード端子は、表示パネルの基準電位点（グランド）に接続されている。
【００２９】
　なお、図４に示す画素１２の回路構成においては、データ書き込みトランジスタＴｒ１
がｎチャンネル型ＴＦＴにより構成され、駆動トランジスタＴｒ２がｐチャンネル型ＴＦ
Ｔにより構成されている。そして、前記した構成による画素１２は、図３に示したように
行および列方向にマトリクス状に多数配置されて表示パネル１１が構成されている。
【００３０】
　図４に示した画素１２の構成において、制御トランジスタＴｒ１のゲートには、アドレ
ス期間において走査ドライバ１３より走査信号としての書き込みパルスＳｅｌｅｃｔが供
給される。この時、データドライバ１４から供給されるデータ信号Ｖｄａｔａが画素を点
灯させるデータである場合においては、制御トランジスタＴｒ１のソース・ドレインを介
して、データ信号Ｖｄａｔａに対応した電流がキャパシタＣ１に流れ、キャパシタＣ１は
充電される。
【００３１】
　そして、その充電電圧が駆動トランジスタＴｒ２のゲートに供給されて、トランジスタ
Ｔｒ２はそのゲート電圧とドレインに供給される駆動電圧Ｖｃｃに対応した電流を前記Ｅ
Ｌ素子Ｅ１に流し、これによりＥＬ素子Ｅ１は発光（点灯）する。
【００３２】
　前記制御トランジスタＴｒ１のゲートに対する前記書き込みパルスの印加が停止される
と、トランジスタＴｒ１はいわゆるカットオフとなる。しかしながら、キャパシタＣ１に
蓄積された電荷により駆動トランジスタＴｒ２のゲート電圧が保持され、これによりＥＬ
素子Ｅ１への駆動電流が維持される。
【００３３】
　したがって、ＥＬ素子Ｅ１は次のアドレス動作に至る期間において、前記データ信号Ｖ
ｄａｔａに対応した点灯状態を継続することができる。それ故、前記したアドレス期間に
おいて、データドライバ１４から供給されるデータ信号Ｖｄａｔａに応じて画素の点灯も
しくは消灯が制御され、これにより各画素の単位期間における点灯期間が個別に制御され
て階調制御が実現される。
【００３４】
　図３および図４に示した実施の形態においては、前記したＰＬＥ制御による階調表現を
実現させるために、１フレーム期間を複数のサブフレームに分割し、各サブフレームごと
に画素の点灯または非点灯を制御することで、１フレーム期間内における画素の点灯期間
の累計により階調制御を実現する制御手段が採用されている。
【００３５】
　図５はその階調制御の一例を示すものであり、この例においては説明を簡素化するため
に１フレーム期間を７つのサブフレームに分割し、サブフレーム期間の単純な累計により
“階調０”～“階調７”の８階調を表現する単純サブフレーム法を示している。この例に
おいてはサブフレーム期間ごとに、そのサブフレーム期間の開始時に、前記したデータド
ライバ１４より画素を点灯または非点灯に制御するデータ信号Ｖｄａｔａが供給される。
【００３６】
　ここで１つのフレーム期間を構成する第１～第７のサブフレームの全てにおいて、画素
を非点灯に制御するデータ信号が供給された場合には、図５に示すように“階調０”が実
現される。また、第１～第７のサブフレームの全てにおいて、画素を点灯状態に制御する
データ信号が供給された場合には、図５に示すように“階調７”が実現される。
【００３７】
　前記した輝度制御手段６はすでに説明したとおり、動画表示領域に対応する画素の点灯
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率に応じて、動画表示領域の画素の階調を制御するものであり、点灯率が大きくなる場合
には階調を低くする制御を実行するように動作する。これにより、動画表示領域に対応す
る画素の点灯率が例えば１００％に近い状態である場合においては、入力される映像信号
に基づく階調に対して、階調がｎ段（ｎは整数）下げるように動作する。したがって、前
記点灯率が高い場合においては、動画表示領域における画素の１フレーム期間における点
灯期間は縮小され、当該画素の発光輝度は抑制される。この結果、低消費電力化を実現さ
せることができる。
【００３８】
　一方、動画表示領域に対応する画素の点灯率が小さくなる場合には、入力される映像信
号に基づく階調に対して、動画表示領域の階調をｎ段（ｎは整数）上げるように動作する
。これにより、動画表示領域における画素の１フレーム期間における累積点灯期間が拡大
され、動画表示領域におけるコントラストの良好な画像を表示させることが可能となる。
なお、前記した実施の形態によると、非動画（静止画）領域においてはＰＬＥ動作は実行
されないので、非動画領域の階調は入力映像信号に基づく階調で表示される。
【００３９】
　次に、前記した図３および図４に示した表示制御装置の構成を利用して、他のＰＬＥ制
御動作を実現させることもできる。
【００４０】
　この実施の形態における前記輝度制御手段６は、動画表示領域に対応する各データ線に
供給するデータドライバ１４からの出力電圧値を、点灯率算出手段５により得られる動画
表示領域における画素の点灯率に応じて可変制御するように構成した点に特徴を有する。
【００４１】
　この場合における図４に示す画素構成におけるデータ書き込みトランジスタＴｒ１およ
び点灯駆動トランジスタＴｒ２はアナログ動作（定電流駆動）領域にて動作するように設
定される。そして、各走査線２１に対応するそれぞれのアドレス期間において、動画表示
領域に対応する各データ線に供給するデータドライバ１４からのデータ信号Ｖｄａｔａの
電圧値が、前記点灯率算出手段５により得られる点灯率に応じて可変制御されるように構
成される。
【００４２】
　この結果、各走査線２１に対応するそれぞれのアドレス期間において、各画素の電荷保
持用キャパシタＣ１に書き込まれる電圧値は、前記データ信号Ｖｄａｔａの電圧値に対応
したものとなる。そして、点灯駆動トランジスタＴｒ２は電荷保持用キャパシタＣ１に書
き込まれた電圧値に対応した駆動電流を、前記ＥＬ素子Ｅ１に供給するように動作する。
したがって、動画表示領域に対応する各画素１２の輝度は、前記した点灯率算出手段５に
より得られる点灯率に応じて可変制御されるＰＬＥ動作が実現される。
【００４３】
　この場合、各走査線２１に対応するそれぞれのアドレス期間において、非動画表示領域
に対応する各データ線に供給されるデータドライバ１４からのデータ信号Ｖｄａｔａの電
圧値は、前記点灯率に関係なく入力映像信号に基づいて制御される。したがって、非動画
領域における画素の発光輝度が、前記点灯率による影響を受ける問題を回避することがで
きる。
【００４４】
　図６は、この発明にかかる他の表示制御装置の例を示すものである。なお、図６に示す
構成において、すでに説明した図３に示す各部と同様の機能を果たす部分を同一符号で示
しており、したがってその詳細な説明は省略する。また、図６に示す表示制御装置の構成
においても、表示パネル１１に配列された各画素１２の構成は、図４に示した構成を採用
することができる。
【００４５】
　この図６に示す実施の形態における輝度制御手段６は、動画表示領域に対応する画素に
接続された電源供給線２４に対して、点灯率算出手段５により得られる動画表示領域にお
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ける画素の点灯率に応じて可変される駆動電圧を供給し、非動画表示領域に対応する画素
に接続された電源供給線２４に対しては、予め定められた値の駆動電圧を供給するように
構成した点に特徴を有する。
【００４６】
　このために前記電源供給回路１６には、輝度制御手段６からの輝度制御（ＰＬＥ制御）
データによって出力値が可変される可変電圧源ＥＶ１と、予め定められた値の電圧が出力
される固定電圧源ＥＦ１が備えられている。そして、前記可変電圧源ＥＶ１もしくは固定
電圧源ＥＦ１からの駆動電圧を、各電源供給線２４に対して選択的に供給するための選択
手段としてのスイッチＳ１，Ｓ２，……が各電源供給線２４に対応して備えられている。
【００４７】
　また、図６に示すように動画表示領域設定手段４により設定される動画表示領域の情報
データが、コントローラ回路１に供給されるように構成されている。そして、前記コント
ローラ回路１は前記動画表示領域の情報データを受けて、電源供給回路１６における前記
各スイッチＳ１，Ｓ２，……を、前記可変電圧源ＥＶ１もしくは固定電圧源ＥＦ１側に択
一的に接続するように制御する。
【００４８】
　すなわち、前記動画表示領域設定手段４からの動画表示領域の情報に基づいて、動画表
示領域の画素に対応する電源供給線２４には、前記各スイッチＳ１，Ｓ２，……を介して
可変電圧源ＥＶ１からの駆動電圧が供給されるように動作し、非動画表示領域の画素に対
応する電源供給線２４には、前記各スイッチＳ１，Ｓ２，……を介して固定電圧源ＥＦ１
からの駆動電圧が供給されるように動作する。
【００４９】
　したがって、動画表示領域の各画素１２には、輝度制御手段６からの輝度制御データに
よって出力値が可変される可変電圧源ＥＶ１からの駆動電圧が供給され、これにより、動
画表示領域に対応する各画素１２の輝度は、前記した点灯率算出手段５により得られる点
灯率に応じて可変制御されるＰＬＥ動作が実現される。一方、非動画表示領域の各画素１
２には、固定電圧源ＥＦ１からの駆動電圧が供給されるので、非動画表示領域に対応する
各画素１２は一定の輝度に保つことができる。
【００５０】
　なお、図６に示した実施の形態によると、表示パネル１１における電源供給線２４の配
列方向によって、動画表示領域および非動画表示領域が区画されることになる。すなわち
、図６に示した表示パネル１１のように電源供給線２４の配列方向が縦方向である場合に
は、図７に示したように画面Ａにおいて、動画表示領域Ｂおよび非動画表示領域Ｃが縦方
向の線で区画されることになる。
【００５１】
　したがって、図６に示す走査線２１、データ線２２、電源供給線２４の配列関係を、表
示パネル１１上においてそのまま例えば９０度回転させた状態に配列することで、図８に
示すように画面Ａにおいて、動画表示領域Ｂおよび非動画表示領域Ｃが横方向の線で区画
されるように構成させることができる。
【００５２】
　図９は、この発明にかかる他の表示制御装置の例を示すものであり、これはパッシブマ
トリクス型表示パネルを対象とした表示制御装置の例を示している。
【００５３】
　この図９に示す表示制御装置の構成においても、すでに説明した図６に示した構成と同
様にコントローラ回路１、Ａ／Ｄ変換部２、ＶＲＡＭ３、動画表示領域設定手段４、点灯
率算出手段５、輝度制御手段６が具備されるが、図９においてはコントローラ回路１、輝
度制御手段６を除き、前記他の構成は省略して示している。
【００５４】
　この図９に示す実施の形態における輝度制御手段６は、動画表示領域に対応する画素に
接続されたデータ線に対して、点灯率算出手段５により得られる動画表示領域における画
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素の点灯率に応じて可変される駆動電流を供給し、非動画表示領域に対応する画素に接続
されたデータ線に対しては、予め定められた値の駆動電流を供給するように構成した点に
特徴を有する。
【００５５】
　図９に示す表示パネル３１には、ｎ本のデータ線としての陽極線Ａ１～Ａｎが縦方向（
列方向）に配列され、ｍ本の走査線としての陰極線Ｋ１～Ｋｍが横方向（行方向）に配列
され、各々の交差した部分（計ｎ×ｍ箇所）に、ダイオードのシンボルマークで示した画
素を構成する有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｎｍが各陽極線と走査線との間に接続されて配置さ
れている。そして、各陽極線Ａ１～Ａｎはデータドライバとしての陽極線ドライブ回路３
２に接続され、各陰極線Ｋ１～Ｋｍは同じく走査ドライバとしての陰極線走査回路３３に
接続されてそれぞれ駆動される。
【００５６】
　前記陽極線ドライブ回路３２には、駆動電圧ＶＨを利用して動作する第１群の定電流源
Ｉａ１～Ｉａｎが備えられている。この第１群の定電流源Ｉａ１～Ｉａｎには、前記輝度
制御手段６からのＰＬＥ制御に基づく信号が供給される。これにより第１群の定電流源Ｉ
ａ１～Ｉａｎは、すでに説明した点灯率算出手段５により得られる動画表示領域における
画素の点灯率に応じて、その出力電流値（駆動電流値）が制御されるように動作する。
【００５７】
　一方、陽極線ドライブ回路３２には、第２群の定電流源Ｉｂ１～Ｉｂｎが備えられてお
り、これは予め定められた値の駆動電流を供給するように構成されている。そして、前記
第１群または第２群の定電流源、もしくは基準電位点としてのグランドを選択することが
できる選択手段としてのドライブスイッチＳａ１～Ｓａｎが各陽極線Ａ１～Ａｎに対応し
て備えられており、このドライブスイッチＳａ１～Ｓａｎは、コントローラ回路１からの
指令信号によって切り換えられるように構成されている。
【００５８】
　また、前記陰極線走査回路３３には、各陰極線Ｋ１～Ｋｍに対応して走査スイッチＳｋ
１～Ｓｋｍが備えられ、コントローラ回路１からの指令信号によって、非走査選択電位と
して機能するクロストーク発光を防止するための逆バイアス電圧源ＶＭまたは走査選択電
位として機能するグランド電位のうちのいずれか一方を、対応する陰極線に接続するよう
に作用する。
【００５９】
　これにより、陰極線を所定の周期で基準電位点（グランド電位）に設定しながら、所望
の陽極線Ａ１～Ａｎに第１群または第２群の定電流源を接続することにより、前記各ＥＬ
素子を選択的に発光させるように作用する。
【００６０】
　なお、図９に示す実施の形態においては、コントローラ回路１より陰極線走査回路３３
に対して走査同期信号が供給され、これにより各陰極線Ｋ１～Ｋｍを順次グランド電位（
走査選択電位）に設定する動作が繰り返される。またコントローラ回路１より陽極線ドラ
イブ回路３２に対して走査同期信号に同期して走査ラインごとにドライブ制御信号が供給
される。
【００６１】
　すなわち、コントローラ回路１には、図６に基づいてすでに説明したように動画表示領
域設定手段４により設定される動画表示領域の情報データが供給される。コントローラ回
路１は、これに基づいて動画表示領域の画素を点灯させる場合においては第１群の定電流
源Ｉａ１～Ｉａｎを選択するようにドライブスイッチＳａ１～Ｓａｎを制御し、非動画表
示領域の画素を点灯させる場合においては第２群の定電流源Ｉｂ１～Ｉｂｎを選択するよ
うにドライブスイッチＳａ１～Ｓａｎを制御する。さらに画素を非点灯にする場合には基
準電位（グランド電位）を選択するようにドライブスイッチＳａ１～Ｓａｎを制御する。
【００６２】
　したがって、動画表示領域の各画素（ＥＬ素子）には、輝度制御手段６からの輝度制御
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（ＰＬＥ制御）データによって定電流値が可変される第１群の定電流源Ｉａ１～Ｉａｎか
らの駆動電流が供給される。これにより、動画表示領域に対応する各画素の輝度は、すで
に説明した点灯率算出手段５により得られる点灯率に応じて可変制御されるＰＬＥ動作が
実現される。一方、非動画表示領域の各画素には、第１群の定電流源Ｉａ１～Ｉａｎから
の一定の駆動電流が供給されるので、非動画表示領域に対応する各画素の輝度を一定の輝
度に保つことができる。
【００６３】
　なお、図９に示した実施の形態においても、表示パネル３１におけるデータ線としての
陽極線Ａ１～Ａｎの配列方向によって、動画表示領域および非動画表示領域が区画される
ことになる。すなわち、図９に示した表示パネル３１のように陽極線Ａ１～Ａｎの配列方
向が縦方向である場合には、図７に示したように画面Ａにおいて、動画表示領域Ｂおよび
非動画表示領域Ｃが縦方向の線で区画されることになる。
【００６４】
　したがって、図９に示す直交関係にあるデータ線Ａ１～Ａｎ、走査線Ｋ１～Ｋｍの配列
関係を、表示パネル３１上においてそのまま例えば９０度回転させた状態に配列すること
で、図８に示すように画面Ａにおいて、動画表示領域Ｂおよび非動画表示領域Ｃが横方向
の線で区画されるように構成せることができる。
【００６５】
　図１０～図１３は、この発明にかかるさらに他の表示制御装置の例を示すものであり、
これはＳＥＳ（Ｓｉｍｕｌｔａｎｅｏｕｓ　Ｅｒａｓｉｎｇ　Ｓｃａｎ）駆動方式を採用
したアクティブマトリクス型表示パネルを対象とした表示制御装置の例を示している。
【００６６】
　なお、図１０に示す構成においては、すでに説明した図６に示す各部と同様の機能を果
たす部分を同一符号で示しており、したがってその詳細な説明は省略する。
【００６７】
　この図１０～図１３に示す実施の形態においては、動画表示領域に対応する点灯対象に
される画素を、１フレームもしくは１サブフレーム期間の途中において非点灯（消灯）状
態に制御する消灯走査手段が具備される。そして、輝度制御手段６は前記消灯走査手段に
おける消灯動作のタイミングを、点灯率算出手段５により得られる動画表示領域における
画素の点灯率に応じて制御するようにした点に特徴を有する。
【００６８】
　前記した動作を実現させるために図１０に示した構成においては、すでに説明した図６
に示す構成に対して消去タイミング信号生成手段８および前記した消灯走査手段として機
能する消去ドライバ１５が具備されている。前記消去タイミング信号生成手段８は、コン
トローラ回路１からの同期信号、および輝度制御手段６からの輝度制御（ＰＬＥ制御）デ
ータによって、消去制御信号（消去パルス）の出力タイミングを調整するように動作する
ものである。なお、この消去タイミング信号生成手段８については、図１３に基づいて後
で詳しく説明する。
【００６９】
　一方、前記消去ドライバ１５は消去タイミング信号生成手段８からのタイミング信号を
受けて、１フレームもしくは１サブフレーム期間の途中において、画素１２を消灯動作さ
せるように機能する。すなわち表示パネル１１には、各画素１２の走査線２１に対応して
消去信号線２３が配列されており、この消去信号線２３に消去パルスを供給することによ
り、当該消去信号線２３に対応する画素を消灯させるように動作する。
【００７０】
　図１１は前記したＳＥＳ駆動方式において好適に採用される画素の構成例を示したもの
である。この図１１に示す画素の構成例は、図４に示した画素の構成に加えてＴＦＴによ
る消去用トランジスタＴｒ３がさらに具備されている。そして、消去用トランジスタＴｒ
３のソースおよびドレインは電荷保持用キャパシタＣ１の両端にそれぞれ接続されており
、そのゲートには表示パネル１１に配列された前記消去信号線２３を介して消去ドライバ
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１５より消去パルスＥｒａｓｅが供給されるように構成されている。
【００７１】
　前記した画素の構成において、トランジスタＴｒ１およびＴｒ２の働きは、図４に示し
た例と同様である。一方、消去トランジスタＴｒ３のゲートには、前記ＥＬ素子Ｅ１の点
灯期間の途中（この実施の形態においては、１サブフレーム期間の途中）のタイミングに
おいて、前記消去ドライバ１５よりトランジスタＴｒ３をオンさせる消去パルスＥｒａｓ
ｅが消去信号線２３を介して供給される。
【００７２】
　これにより、キャパシタＣ１にチャージされている電荷は瞬時にして消去（放電）され
る。この結果、駆動トランジスタＴｒ２はカットオフ状態となり、ＥＬ素子Ｅ１は直ちに
消灯される。換言すれば、消去ドライバ１５からの消去パルスＥｒａｓｅの出力タイミン
グを制御することで、ＥＬ素子Ｅ１の１サブフレームにおける点灯期間が制御され、これ
により多階調表現を実現させることができる。
【００７３】
　図１２は、図１０および図１１に示した構成によってなされる動画表示領域のＰＬＥ制
御を説明するものである。このＰＬＥ制御を実現させるにあたって、この実施の形態にお
いては１フレーム期間を複数のサブフレームに分割し、このサブフレームの選択による１
フレーム期間内における画素の点灯期間の累計により階調制御を実現する制御手段が採用
されている。
【００７４】
　すなわち図１２に示す例は、説明を簡素化するために１フレーム期間を７つのサブフレ
ーム（ＳＦ１～ＳＦ７）に分割し、１フレーム期間における各サブフレームを選択するこ
とで、８つの階調表現（１００％非点灯も１つの階調と見なすことができ、７＋１の階調
表現）を実現する例を示している。
【００７５】
　図１２（ａ）および（ｂ）は、前記輝度制御手段６からの輝度制御データに基づいて、
サブフレームごとの点灯期間と非点灯期間の割合を制御する例を示したものであり、（ａ
）はサブフレームごとの点灯期間の割合が大きく、また（ｂ）はサブフレームごとの点灯
期間の割合が小さい場合を示している。なお、前記（ａ）および（ｂ）は共に階調特性の
ガンマ値が同一で、ディマー特性が変更される例を示している。
【００７６】
　ここで、動画表示領域における画素の点灯率が低い場合においては、動画表示領域にお
いて図１２（ａ）に示す点灯制御が実行され、動画表示領域における画素の点灯率が高い
場合においては動画表示領域において図１２（ｂ）に示す点灯制御が実行されるように制
御される。要するに画素の点灯率の程度に応じて、サブフレームごとの点灯期間の割合が
図１２（ａ）と（ｂ）の間で変化するように制御される。これにより、特に画素の点灯率
が高い場合においては１フレーム期間内における画素の点灯期間の累計が低く抑えられ、
各画素に供給される駆動電流値を抑制させることができる。
【００７７】
　図１２（ｃ）および（ｄ）は、図１２（ｂ）に示した点灯制御を実現させる場合の前記
した書き込みパルスおよび消去パルスの発生タイミングを説明するものである。すなわち
、図１２に示す例においては、各サブフレームのスタートに同期して（ｃ）に示す書き込
みパルスが発生し、これにより画素は点灯状態にされる。そして、そのサブフレームの経
過途中において（ｄ）として示す消去パルスが発生し、これにより画素は非点灯状態にさ
れる。
【００７８】
　ここで、例えば“階調８”を実現しようとした場合には、１フレーム期間において、画
素は図１２（ａ）または（ｂ）に示す一連の点灯パターンが実行される。また例えば“階
調５”を実現しようとした場合には、図１２（ａ）または（ｂ）に示すＳｆ１～Ｓｆ４の
期間において点灯駆動動作が実行され、それ以降の各サブフレームの期間Ｓｆ５～Ｓｆ７



(15) JP 5046355 B2 2012.10.10

10

20

30

40

50

は全て消灯状態にされる。これにより、１フレーム期間における画素の点灯期間の累計に
したがった発光輝度を得ることができる。
【００７９】
　図１２（ｄ）に示す消去パルスは、次に説明する図１３に示す消去タイミング信号生成
手段８によって生成することができる。図１３における符号８ａはサブフレームカウンタ
を、符号８ｂは論理演算ユニットを、さらに符号８ｃは輝度設定テーブルを示している。
すなわち、サブフレームカウンタ８ａはコントローラ１からの同期信号に基づいて、サブ
フレームに同期した制御信号を論理演算ユニット８ｂに供給するように動作する。
【００８０】
　また、前記輝度設定テーブル８ｃには、前記輝度制御手段６からの輝度制御（ＰＬＥ制
御）データが供給され、この輝度制御データに基づいて適切な輝度設定テーブルが選択さ
れる。なお、選択された輝度設定テーブル８ｃには、各サブフレームごとの点灯期間がパ
ラメータとして格納されている。
【００８１】
　そして、サブフレームカウンタ８ａより、点灯制御されるべきサブフレームナンバが論
理演算ユニット８ｂに供給された場合、論理演算ユニット８ｂは選択されたテーブルをア
クセスし、サブフレームナンバに対応して格納されている点灯時間のパラメータに基づい
て、消去パルスの出力タイミング信号を生成するように動作する。
【００８２】
　これは図１２（ｄ）に示したように動画表示領域の画素の点灯率にそれぞれ対応してサ
ブフレームごとの消去パルスの出力タイミング信号として生成される。このタイミング信
号は前記した消去ドライバ１５に供給され、消去ドライバ１５からは前記したとおり、各
サブフレームごとに消去パルスを出力するように動作する。
【００８３】
　前記した実施の形態によると、特定のガンマ特性を持たせた状態で、動画表示領域の画
素の点灯率に基づいてＰＬＥ制御を行うように動作する。なお、前記した消去ドライバ１
５は動画表示領域に対応して消去動作を実行し、これにより動画表示領域の輝度制御が実
行される。換言すれば、非動画表示領域においては消去ドライバ１５による消去動作は実
行されず、非動画表示領域に対応する画素においては、入力映像信号に基づく階調になさ
れる。
【００８４】
　なお、図１０～図１３に示した実施の形態においても、表示パネル１１に配列された消
去信号線２３の配列方向によって、動画表示領域および非動画表示領域が区画されること
になる。すなわち、図１０に示した表示パネル１１のように消去信号線２３の配列方向が
横方向である場合には、図８に示したように画面Ａにおいて、動画表示領域Ｂおよび非動
画表示領域Ｃは横方向の線で区画されることになる。
【００８５】
　したがって、図１０に示す走査線２１、データ線２２、消去信号線２３の配列関係を、
表示パネル１１上においてそのまま例えば９０度回転させた状態に配列することで、図７
に示すように画面Ａにおいて、動画表示領域Ｂおよび非動画表示領域Ｃが縦方向の線で区
画されるように構成させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】動画表示領域と非動画表示領域が共存する場合においてＰＬＥ制御が実行された
場合の表示例を説明する模式図である。
【図２】同じく他の表示例を説明する模式図である。
【図３】この発明にかかる表示制御装置における第１の構成例を示したブロック図である
。
【図４】図３に示す表示パネルに配列される好ましい画素の構成例を示した回路構成図で
ある。
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【図５】図３および図４に示す構成によってなされる階調制御手段の一例を示すタイミン
グ図である。
【図６】この発明にかかる表示制御装置における第２の構成例を示したブロック図である
。
【図７】動画表示領域と非動画表示領域の区画例を説明する模式図である。
【図８】同じく他の区画例を説明する模式図である。
【図９】この発明にかかる表示制御装置における第３の構成例を示したブロック図である
。
【図１０】同じく第４の構成例を示したブロック図である。
【図１１】図１０に示す表示パネルに配列される好ましい画素の構成例を示した回路構成
図である。
【図１２】図１０および図１１に示す構成によってなされる階調制御手段の一例を示すタ
イミング図である。
【図１３】図１０に示す構成において好適に採用される消去タイミング信号生成手段の構
成例を示したブロック図である。
【符号の説明】
【００８７】
　１　　　　　　　　　　コントローラ回路
　２　　　　　　　　　　Ａ／Ｄ変換部
　３　　　　　　　　　　映像信号メモリ
　４　　　　　　　　　　動画表示領域設定手段
　５　　　　　　　　　　点灯率算出手段
　６　　　　　　　　　　輝度制御手段
　８　　　　　　　　　　消去タイミング信号生成手段
　１１，３１　　　　　　表示パネル
　１２　　　　　　　　　画素
　１３，３３　　　　　　走査ドライバ
　１３，３２　　　　　　データドライバ
　１５　　　　　　　　　消去ドライバ（消灯走査手段）
　１６　　　　　　　　　電源供給回路
　２１　　　　　　　　　走査線
　２２　　　　　　　　　データ線
　２３　　　　　　　　　消去信号線
　２４　　　　　　　　　電源供給線
　Ａ　　　　　　　　　　映像画面
　Ｂ　　　　　　　　　　動画表示領域
　Ｃ　　　　　　　　　　非動画（静止画）表示領域
　Ｃ１　　　　　　　　　電荷保持用キャパシタ
　Ｅ１，Ｅ１１～Ｅｎｍ　ＥＬ素子（発光素子）
　ＥＦ１　　　　　　　　固定電圧源
　ＥＶ１　　　　　　　　可変電圧源
　Ｉａ１～Ｉａｎ　　　　定電流源（第１群）
　Ｉｂ１～Ｉｂｎ　　　　定電流源（第２群）
　Ｔｒ１　　　　　　　　データ書き込みトランジスタ
　Ｔｒ２　　　　　　　　点灯駆動トランジスタ
　Ｔｒ３　　　　　　　　消去用トランジスタ



(17) JP 5046355 B2 2012.10.10

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(18) JP 5046355 B2 2012.10.10

【図６】 【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】



(19) JP 5046355 B2 2012.10.10

【図１１】 【図１２】

【図１３】



(20) JP 5046355 B2 2012.10.10

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６６０Ｗ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ｅ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｅ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ａ          　　　　　

(56)参考文献  特開平１０－２２２１２５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－０２７８９０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－２０５０４９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－１３６４１２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－２９０４６３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－０１０７４３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２７５０４７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｇ　　　３／３０　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／２０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

